












2014年度愛知大学法科大学院入試問題集

入試日程 B 13程 出題科目名 小論文

1. 出題の意図

加地修弁護士へのインタビュ ーを読んで、これをヒントに 「弁護士のあり方」について、自分

の思うところを述べる中で、法曹になりたいという志望動機、法曹という職業をどのように捉え

ているかについて、 わかりやすい言葉で論理的に述べることができるかを、 間うたものである。

加地弁護士の見解が、今後の弁護士像にとってどのような形で参考となるは、解答者 それぞれ

が考えればいい。解答者が、 加地弁護士の話のどこに興味を持ったか、 それについてどのような

意見を持っているかということも大切だが、 それよりも、解答者が間題の間いかけに正面から答

えているか、自分なりの意見をわかりやすく述べているかという点をより重視して採点した。解

答者の見解が広く一般に受け入れられていないものであっても、それがある程度の説得力を持っ

て述べられていれば、 高い評価を与えることとした。

2. 講評

加地弁護士の 「自分は人間に興味がある」「経済的経営的間題の公益性のバランスをどのよう

に取っていくのか」「依頼人には口に出していることと本心が違う場合がある」といった発言を

とりあげ、 それに即して自分の考えを述べたものが多かったように思う。

残念だったのは、印象に残った部分を絞りきれていな答案、加地弁護士の意見の要約ばかりで、

自己の意見が余り述べられていない答案、加地弁護士の意見にただただ賛同しているだけの答案

が散見されたことである。 これらの答案にはあまり高い評価を与えることはできなかった。

他方、 加地弁護士の見解を踏まえた上で、 それなりの自分の考えを展開し、 加地弁護士の価値

観をさらに発展させる要素を含んでいた答案もみられ、 このような答案は高く評価した。
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